
 
 
 今回の凡人社日本語サロン研修会＠大阪は，南雅彦先生（サンフランシスコ州立大学）をお招きし， 

ご講演をいただきます。 

『日本語サロン研修会＠大阪』７月１日（土）のお申込み 
 
 
 お名前：

 

ご所属： 

ご住所：〒 

ＴＥＬ： ＦＡＸ： 

Ｅ-ｍａｉｌ： 

日時：２０１７年７月１日（土）  
１４：００～１６：００ 

   受付開始１３：３０～ 
 

場所：凡人社大阪事務所 

（中央区久太郎町 4-2-10 大西ビルディング１階） 
・地下鉄本町駅 15 番出口，21 番出口 徒歩 2 分 

 

定員：２０名（定員になり次第受付を終了 
させていただきます。） 

参加費：２，０００円（税込） 
 

申し込み先：凡人社営業部（坂井） 
ＴＥＬ：０３－３２６３－３９５９ 
ＦＡＸ：０３－３２６３－３１１６ 
e-mail：ksakai@bonjinsha.co.jp 

 

テーマ：言語変化を考える 

～社会言語学と認知言語学の視点から～ 

講 師：南雅彦先生（サンフランシスコ州立大学） 

会 場：凡人社大阪事務所 主催：凡人社 

内 容：現実社会で進行中の言葉の変化を捉え，言葉の変化と社会的要因の 

関わりを探り，変化の原因とメカニズムの解明に努めることは，社会言語学， 

とりわけ変異理論を中心とした社会言語学の目的であり， 

教育現場にも影響を与えている。例えば，母語話者に限らず，第二言語話者・ 

外国語学習者も，文法項目・規則を頭の中に蓄積し，可能な限り単純な体系として 

構築・運用しようとする傾向が認められる。ここでは，社会言語学と認知言語学の 

視点から，「ラ抜き」などを例に取り，「規範文法」ではなく言語の文法現象を 

ありのままに記述する「記述文法」に立脚して言語変化を考える。 

 

 
 

 
 

 


